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総合司会 ただいまから日本記者クラブ主催の

自民党総裁選候補討論会を始めます。進行役を務

めます企画委員の井田由美です。 

 候補者の方々をご紹介いたします。届け出順に、

石原伸晃さん、小池百合子さん、麻生太郎さん、

石破茂さん、与謝野馨さんです。 

 きょうの討論会は二部構成で行います。第一部

は候補者による主張と討論です。第二部では、会

場の皆さんから寄せられた質問に基づき、４人の

企画委員が候補を指名し、代表質問をいたします。 

 それでは、影山日出夫企画委員の司会で、第一

部に入ります。 

第 一 部  

第一部司会 第一部は、最初に各候補の基本的な

主張、続いて候補者同士のディベート、最後にま

とめの発言という形で進めてまいります。 

 基本的な主張では、お一人２分間で、この総裁

選挙で何を一番訴えたいのかをお話しいただき

ます。皆さんの前にあるランプが点滅を始めまし

たら、時間になったということですので、そこで

話をまとめていただきたいと思います。ぜひ時間

厳守でお願いいたします。それでは、届け出順に、

まず石原さんからお願いいたします。 

石原候補 このたび自由民主党の総裁選挙に立

候補させていただきました石原伸晃です。どうぞ

よろしくお願い申しあげます。 

 私はいまからちょうど１９年前、ジャーナリズム

の世界から政治の世界に飛び込んだわけであり

ます。そのとき感じましたのは、当時のことを思

い出していただければおわかりのように、バブル

景気はなやかしきころであります。日経平均株価

は８９年に４万円にならんとする。多くの方々が物

質文明を享受しているような社会が日本にやっ

てきたということを痛感いたしました。 

 しかし、その中で、本当の豊さというものを実

感している人が一体どれだけいるのか。日本人の

美徳、あるいは規範、こういうものが失われつつ

あるのではないか。そんな危機感を持ったわけで

あります。 

 そしていま、世の中を眺めますと、この議員生

活、選挙に臨んだ１年を足すと２０年近い期間で感

じますことは、ますます世の中が少し狂ってきて

いるようなものを目のあたりにするようになっ

てしまったのではないか。 

 女子中学生がお父さんを殺してしまうような

事件、あるいは記憶に新しい無差別殺人事件、ま

た社保庁で、今度は厚生年金絡みでの不正も発覚

したわけであります。役人の方の無責任。そして、

きっと国民の方々が一番いま不思議に思われて

いる、あるいは、これは何か起こっているんじゃ

ないかというのは異常気象です。 

 日本全国で、この８月の末から９月にかけて雷

雨が、稲妻が横に光るような状態を私はみたこと

がありません。専門の学者が警告を鳴らしていま

すけれども、この５年以内に具体的な政策を実施

していかないと、ポイント・オブ・ノー・リター

ン、ついに一線を過ぎてしまうのではないか。 

 何よりも、きっと国民の方々はやるせなく、そ

して憤りを持たれていることは、多分マネーゲー

ムにうつつを抜かす人たちだけが豊になって、こ

つこつ働いている一次産業の農林、水産、また商

店街、中小零細企業、こういうところで働く方々

の気持ちが政治に通っていない。こういういうも

のをしっかりと吸い上げたいと、今回、総裁選挙

に立候補させていただきました。 

小池候補 小池百合子でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 毎年９月、総理大臣がかわるという事態が起こ

ってしまいました。まことに申しわけございません。 

 いま国民の皆さんが変えてほしいと思ってい

るのは、これは世の中の閉塞感、そして世の中の

大きな仕組みだと思っております。 

 私は、日本に埋もれている力、もったいない力、

例えば環境力、経済力、女性力、こういったもの

をフルに生かすことによって、人々に希望、そし

てチャレンジ精神を持っていただく。そんな日本

にしていきたい。その意味で「日本もったいない

宣言」をこれから全国でお訴えして、そして実行

していきたいと思っております。 

 この総裁選が始まりましてから、各候補者の
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方々からいろんな経済、財政についてのお話、私

もうかがうことができました。いろんな論争があ

るかなと思っておりましたけれども、もはや増税

をすぐやるわけではない。それから足りない部分

は、いわゆる埋蔵金を使うというような話も各候

補者から出ているように思います。 

 であるならば、次の大きなテーマに場を移そう

ではないか。このことをお訴えしたいと思ってお

ります。それはすなわち小泉構造改革、この流れ

をそのまま続けるのかどうなのか。改革前に戻る

のか、立ちどまってしまうのか。私は明らかに小

泉改革ということが日本にとって必要である、そ

の観点に立ちまして、この改革を継承していきた

いと思っております。 

 と同時に、その中で一番肝心なことは、公務員

改革、霞が関の改革であります。先だってから起

こっております事故米の問題につきましても、霞

が関、昨年の１月から内部告発があったにもかか

わらず、９５回も６回も調査をしたといっておりま

すけれども、このざまであります。要は仕事をし

ていないということ。 

 それから無駄、いろんな官の無駄がございます。

これを排除していく。天下りのあっせんの禁止。

こういった霞が関改革ということにしっかり取

り組んでまいりたいと思います。小泉総理は自民

党をぶっ壊すといいました。またぶっ壊しつつあ

ります。私はぜひとも、今度こそ霞が関をぶっ壊

して、２１世紀に必要な日本の新しい仕組みをつく

ってまいりたいと考えております。よろしくお願

いいたします。 

麻生候補 三つ申しあげます。１番目、麻生太郎

はばらまきである。２番目、いわゆる失言癖。３

番目、中国、韓国を敵に回すのではないか。ご心

配をいただいております麻生太郎です。 

 一つ目のばらまき論。行く当てのない道路や橋

はつくりません。去年もこう申しあげました。こ

としもいっております。そういう公共投資はやり

ません。税制は大いに使います。定額減税やばら

まきとは違います。しっかりやります。加速度償

却、また研究開発投資などなどを奨励するのは、

減税やばらまきとは違うと思っております。強く

て明るい日本をつくるためには、対策はいろいろ

打ちます。 

 目先は、景気対策。中期的には財政再建。中長

期的には、改革による経済成長の追及だと思いま

す。 

 二つ目、物の言い方。一国の指導者ともなりま

すと、何事も軽々には申しておりません。外務大

臣当時の発言記録を読んでいただければと思い

ます。いつも寸どめで踏みとどまってきたのでは

ないか、と。ご安心をいただけると存じます。 

 三つ目、外交。最も重要な国、アメリカです。

日本の将来をアメリカ抜きで考えるという無責

任な発想は持った試しがありません。インド洋の

給油、続けます。人のためだけではありません。

日本のために続けなければならないと思ってお

ります。 

 韓国は、民主主義、アメリカとの同盟国、ミド

ルクラス主体の文化などなど、いろいろ日本と近

い。むろん、組まねばならない相手です。先方も

そう思っております。 

 中国の前の外務大臣だった李肇星、不思議とウ

マが合いました。この人と私の関係、それが日中

関係改善の端緒であったと存じております。中国

とはともに益す、友好は手段であって、目的は日

中共益だと思います。 

 以上三つ、よろしくお願い申しあげます。 

石破候補 石破茂です。よろしくお願いいたします。 

 まず、国民の皆さま方に、私たちは率直におわ

びをしなければならない、私はそう思います。安

倍総理に続いて福田総理が任期を全うされるこ

となく、こういう辞任をされました。経営者の方

は、うまくいかなかったからといってやめれば済

むというものではありません。いろんな事情はわ

かります。私たちもつくった張本人です。いずれ

にせよ、任期を全うされることなく総理総裁がや

める、そのことには、まず深くおわびを申しあげ

ます。申しわけございません。 

 私はずっと安全保障をライフワークとしてき

ました。安全保障なくして国民の生活の安定なし

と思ってきました。国の安全が守られて初めてこ

の国はやっていける。それが私のずっと変わらぬ

思いです。しかし、なぜそれが聞いてもらえない
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のか。インド洋の補給をもうやめろ、というよう

な議論が声高に語られるのか。 

 それは、安全保障は大事かもしれない、だけれ

ども、日々の生活はどうなるのだ、その思いだと

思います。それが如実にあらわれたのが昨年の参

議院選挙だと思っています。本当に日々の生活が

苦しい人、それは地方だけではありません。地方

の限界集落、ひとりぼっちでだれも助けてくれる

人もなく村に住んでいる人、あるいは介護に苦し

む人。都市にもそういう人はたくさんいます。受

注が減った、資金繰りが苦しい。そういう人たち

の声に本当に自民党はこたえているのか。それが

いまこそ問われているのだと私は思います。 

 マクロの景気も大切です。そのために考えられ

る限りの策を、我々は講じていかなければなりま

せん。と同時に、一人一人の胸に響いていく、一

人一人の心に届いていく、そういう自民党になれ

るかなれないか。なるために、私は全力を尽くし

てまいる所存であります。 

与謝野候補 私は、この日本、２１世紀もまた豊で

安全な国として続けたいと思っております。 

 しかしながら、日本の人口の構成も変化し、ま

た日本の経済が持っていた優位性もやや崩れ、こ

のままで国際競争力が維持できるかどうかとい

う不安を持っております。また最近では、資源、

食料、環境問題からくる日本の限界というものも

意識をし始めたわけです。 

 そういう中にあって、日本の社会を持続可能な

ものとして位置づけ、またつくり上げていくため

には、やはり財政を再建する、あるいは税制改革

をやる、また特に年金、医療、介護等をきちんと

制度として防衛をしていく。そういう問題に党は

取り組んでいかなければならないと思っており

ます。 

 自民党の本来持っている特質というのは、真実

を申しあげ、どんな嫌なことでも国民に理解を求

める、そういう努力をしてきた政党でございます。

本当に自民党がよみがえるためには、責任政党と

して、またすべての国民を代表するという気概を

持った政党としてよみがえることが大事である。

そのような観点に立って今回の総裁選挙を戦っ

ております。 

第一部司会 ありがとうございました。それでは、

候補者同士のディベートに移りたいと思います。

皆さんお一人ずつに８分の持ち時間をお渡しい

たします。その中で相手を指名して、相手の考え

方を質したり、あるいは批判を加えたりして、論

戦を挑んでいただきたいということであります。

テーマは自由です。持ち時間の枠内で何人の方に

論戦を挑んでいただいても構いません。答える側

の発言も持ち時間の中にカウントされますので、

できるだけ簡潔に答えていただいて、テンポよく

議論が進むようにお願いをしたいと思います。答

える相手に対しイエスかノーかで答えてほしい

といった条件をつけても構いません。時間が迫り

ましたらランプの点滅でお知らせしますので話

をまとめていただきたいと思います。 

 これは先ほどと一人ずらしまして、小池さんか

らお願いいたします。どうぞ。 

小池候補 まず与謝野候補におうかがいをした

いと存じます。 

 私は先ほど申しあげましたように、公務員改革、

これを徹底して進めるべきであると考えており

ます。渡辺喜美前行革大臣が大変な苦労をされま

して法律を成立させられました。官僚主導から政

治主導へ――政治主導というのは、国民からの付

託を受けた我々がという意味になるかと思いま

すが、政治主導に転換するために、１００人規模の

国家戦略スタッフを官邸に入れる。それから人事

院、総務省、財務省、こういった人事の組織、行

政機能を統合した内閣人事局をつくるべきであ

る。内閣予算局の創設をすることによって省庁の

縦割りを排して、予算の無駄を省くということを、

私自身も今回、公約とさせていただいているので

あります。与謝野候補、これについては賛成でし

ょうか、反対でしょうか。 

与謝野候補 私は、日本の公務員は高い志を持っ

た集団だと思っておりまして、その人たちの能力

をいかに全面的に発揮させるかというのが、実は

政治家の腕前であって、公務員を激励し、方向性

を与えていくのが政治家の役割であると思って

おります。 

 政治主導という言葉は、何もかも政治家がやる
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という意味ではない。やはり、政治は方向性を示

す、それについては専門的な官僚集団がそれを実

行する。しかし、示した方向性に対しては、政治

家が責任をとる。方向性と責任が実は政治主導と

いう言葉であって、もともと権力構造上、政治家

は官僚の上にありますから、肩をいからせて政治

主導だのということをいう必要はない。私はその

ように思っております。 

 ただ、目に余る天下りとか、目に余る無駄遣い、

こういうものは政治が徹底的に排除していかな

ければならない。これはもういうまでもないこと

であります。 

小池候補 そうしますと、その方法論として、国

家戦略スタッフであるとか、内閣人事局、予算局

ということについてはご賛同いただけるのでし

ょうか。 

与謝野候補 この１０年ぐらいの自民党の中の“明

治維新”は、何かあると組織をいじればいいとい

うことを考えてきた節がありますけれども、私は、

組織をいじって何かやるということよりは、政治

家が方向性を与え、それを監督していくというこ

とが大事だという考え方です。 

小池候補 しかしながら、そういいつつ、この間、

ずっと何も改善をしていなかったのではないか

というのが私の考えです。同じ質問を麻生候補に

もうかがいたいのですけれども、国家戦略スタッ

フであるとか、人事局、予算局、そういったこと

は確かに方法論かもしれません、しかしながら、

公務員改革については、麻生候補はどのようにお

考えでしょうか。 

麻生候補 公務員として採用されるころは極め

て優秀であった、これははっきりしていると思い

ます。優秀な人が採用されたのだと思います。長

い間、２０年、３０年勤めている間に優秀ではなくな

っていくのだと思っています。そこが問題なんで

す、私にいわせたら。有能な新聞記者だったかも

しれないけれども、あとはたいしたことなかった

方もいらっしゃるじゃありませんか。組織として

問題、個人も問題なんです、やっぱり。年をとっ

てさらに冴えてきた新聞記者、さらに冴えてきた

役人という人もいる。政治家も同じです。私はそ

れが基本だと思っております。 

 だから、役人イコールすべて悪と思ったことも

ありません。そういう意味で、私は組織をきちん

とすればいいのかといえば、組織だけでできるの

かなあ、と思っております。 

 僕は、そういったことを考えられるのであれば、

一番すべきは役人を身分から職業に変えるべき

だと、私はそう思います。 

小池候補 というと、それは公務員制度も、全く

違うものをつくっていくということでしょうか。 

麻生候補 役人の身分を――だって、身分でしょ、

あれは。身分を職業に変えるというような、根本

的なところが一番違うと思いますが。 

小池候補 そうすると、例えばスト権を持つとか、

そういうことも含めてなんのでしょうか。公務員

ではなくなるということになりますと、労働契約

としても変わってくると思いますけれども。 

麻生候補 労働契約として、十分考えても対象に

なると思います。 

小池候補 天下りについては、公約の中で、いま、

一切触れていないと思うのですけれども、これに

ついてはどうなりますか。 

麻生候補 基本的には、役人を早目にやめさせる、

勧奨退職というような制度を維持しないという

のであれば、その分だけ定年は延長するというこ

とを認めないと、なかなかうまくいかないという

のが現実になるのではないか。私はそのように思

いますので、その意味では、給与体系自体を変え

るということをしないと、人件費が膨れあがると

いうことになるのだと思います。給与体系という

ものをきちんと変えないと、なかなかうまくいか

ないのではないか。その面をさわらないと、労働

組合との団体交渉ばっかりやらされてきた立場

からみますと、その点は、なかなか簡単な話では

ない。給与体系のつくり方をきちんとしないと、

役人になっているほうがたまらん、ということに

なるのではないでしょうか。 
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 私は、天下りというものをしなければならない

というほうがさらにしんどいと思いますので、そ

ういったようなことはしないで済むほうが喜ば

しいと、役人も思っていると思います。 

小池候補 もう一つ、麻生候補におうかがいした

いんですけれども、郵政の民営化でございます。

郵政民営化について、どこかの取材に答えられま

して、元経営者としては、５年たったらうまくい

かなかったと証明できるのではないか、というよ

うに、あまりうまくいかないというふうにおっしゃ

っている部分があります。つまり、郵政民営化は失

敗だったと思っていらっしゃるんでしょうか。 

麻生候補 経営者として申しあげさせていただ

けば、まず間違えていただいては困るのは、私は

郵政民営化を担当した大臣ですからね、忘れない

でください。私が総務大臣として担当しておりま

した。私が担当としてやらせていただきましたの

で。郵政民営化を国営に戻すかのごとき話がばら

まかれているのを知っていますけれども、私はそ

の種の話をしたことは一回もないと存じます。 

 ただ、いま郵便局に行かれたらどういうことに

なっているかといえば、窓口が三つある。一つの

窓口はずっと並んでいる。貯金のところだけです。

あとのところは人がいない。並んでいない。従来

だったら、空いてる窓口の人が手伝ってくれた。

いまは手伝えない。こういうのをサービスの低下

というのではないでしょうか。そうしたところを

もうちょっとうまくやるようなシステムを考え

る。そういったようなことを考えていくべき時期

がくるのではないか。数年で経営結果のバランス

シートの答えが出ますが、いまのままでいくと、

数年を経ずしていくつかの企業は難しいことに

なりはせんかなあと、そういう感じがしているか

ら申しあげました。 

小池候補 郵貯と簡保の１００％株式売却、この点

についても、最後までもめた点だと思います。 

麻生候補 郵貯と簡保のバランスシートが売れ

るような株価であることを期待します。 

小池候補 私はこの公務員改革について、明確に

姿勢を示すことが、この総裁選の一つの大きな争

点になってくると思っております。このことこそ

が、総裁選そのものが国民の皆さま方から大きな

信頼を得るものだと思っておりますので、この点、

今後も論争を続けてまいりたいと思います。 

第一部司会 次は麻生さん主導の討論です。 

麻生候補 私は、皆さん方に、同じ質問をさせて

いただきたいと思います。今回の総裁選を通じて、

インド洋の給油活動等々についてはすでに議論

をされましたが、根本になります日本の外交に関

する国家観、日本外交の今後のあり方について、

ぜひお考えをうかがわせていただきたいと存じ

ます。石原さんから順番にお願いします。 

石原候補 ただいまの麻生幹事長のご質問とい

うものは、実は、なかなか総裁選挙、あるいは総

選挙でテーマにならない問題ですが、この国のあ

りようで一番重要な問題だと思います。 

 私たちは自国の防衛力だけで自国を守る防衛

力を持っている国だとは、私は少なくとも思って

おりません。そこを補完してくれているのはまさ

にアメリカであります。核を保有するという考え

がありますけれども、世界の国の中で唯一の被爆

国であります。核を抑止力として持つということ

には、私は反対であります。 

 そして、その観点においていうならば、日米関

係というものが、防衛の観点からどうしても基軸

とならざるを得ない。しかし、アメリカに対して、

これからいわなければいけないことがたくさん

出てくるのではないか。きょうの新聞の一面にも

出ておりますけれども、アメリカの住宅公社、フ

レディマック、ファニーメイ、こういったものの

債権は、いまは民間企業になっておりますけれど

も、ある意味では日本の特殊法人、いわば住宅金

融公庫のようなものであるからこそ、つまり国の

背景があるから、多くの日本の金融機関が購入し

たわけであります。この債権の価値が揺らいでく

る。その次に何が来るか。アメリカの国債の価値

です。アメリカの通貨は、基軸通貨でありますけ

れども、一体どれだけの量が世界で流通をされて

いるのか、すなわち過剰流動性の問題であります。 
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第一部司会 石原さん、ほかの方もいらっしゃい

ますので……。 

石原候補 申しわけございません。こういう問題

についても率直に語り合える、そういう信頼関係

をこれから、防衛だけではなく、深めていくこと

が重要です。そして、アジアとの友好関係という

ものも大切だと考えております。 

第一部司会 では、小池さん。 

小池候補 元防衛大臣といたしましても、日米同

盟の基軸、これはしっかりと堅持していかなけれ

ば、我が国の国家の安全保障という観点から必要

だ、このように思っております。 

 と同時に安全保障、国を守るという観点からも、

これまでは防衛といったある意味でハードな部

分、そして外交というソフトな部分、両方であり

ましたけれども、安全保障の概念が極めて広がっ

ている。エネルギー問題しかりであります。一方

で、気候変動の問題もしかりであります。 

 私は、まず日本の国民の皆さま方がまさに安全、

安心を感じられる、そんな国家をつくることによ

って、そしてまた将来に向かって日本が世界を率

いられるような、そういう力を持っていく。その

ことが結果として我が国の安全性をさらに高め

ていくことになろうと思います。 

 また、外交の基軸として、やはり人権であると

か民主主義、こういった理念を共有する各国、さ

らにはアジアの各国との対話を通じての信頼感

を醸成していくべきだと思っております。 

石破候補 かつてイギリスのパーマストンとい

う総理大臣が、「我がイギリスにとって、永遠の

同盟もなければ、永遠の敵もない。あるのは永遠

のイギリスの国益だけだ」ということをいいまし

た。私はそういうものだと思います。日米関係は、

その観点から、日本が困ったらばアメリカは必ず

助けに来る。しかし、アメリカがつらく苦しいと

きに、日本は重荷を負わない。それで本当に同盟

関係が今後も続いていくとは限らない。日本に何

ができ、何ができないのか、そのことをきちんと

把握をしなければ、かつての二の舞になる。私は

そういう謙虚な気持ちで日米同盟を強化したい。 

 中国が安定的に発展していく、そのために何が

できるか。それを日本はやるべきです。いたずら

に中国を敵視するのは間違いです。しかしながら、

中国のいうことは何でも聞きましょう、これも間

違いです。本当に中国が安定的に発展するために

日本は何ができるか、そのことを考えなければな

りません。 

 アジアに対しては、かつて日本がアジアに対し

てどのようなことをしてきたか、ほとんどの人が

忘れかけています。私も戦後の世代です。これか

らアジアの信頼なくして日米同盟も語れない。日

中関係も語れない。そのことについて徹底した深

い考察が、いまの政治には求められている。私は

そう思います。 

与謝野候補 グローバル化の進んだ世界で、資源、

食料高騰や環境問題等、これらが非常に貧しい

国々に大きな影響と打撃を与えております。とり

わけアジア各国に対しては、日本がアジア再興の

ために、先導的な、外交的な力を発揮しなければ

ならないと思っております。 

 また、経済低迷と、ポスト冷戦時代に突入する

中で、新しい米国の政権が生まれます。新時代に

おける日米関係の強化、また日米中の三極関係の

安定化、北朝鮮問題を含めた北東アジアの地域安

全保障強化が重要であると考えております。 

 我が国の平和と発展は、世界の安定と不可分で

あります。日本は軍縮、核不拡散や国際平和協力

活動のみならず、すぐれた技術、人材、文化、社

会システムなど、これまでの経験と成果を世界の

ために生かす。産業協力や直接投資を初め、日本

は世界に対して、実績に裏打ちされた日本型ソフ

トパワーで貢献していかなければなりません。 

 日本は、課題解決先進国として世界に貢献し、

そしてみずからもそのことによって発展を期し

ていくべきだと考えております。 

麻生候補 基本的には、いまの時代をみると、冷

戦二極構造というものが終わった後、我々は１７～

１８年間にわたってこの国のあり方というのを、ゆ

っくり、じっくり考えることをしてこなかったの

ではないか。私にはそうみえます。 

 少なくとも、冷戦が終わっても、極東において
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は自由主義とか民主主義とかいうのと違う概念

の国々がまだ残っている。したがって、ここは少

なくともポスト冷戦ではなくて、デタントかもし

れませんけれども、冷戦が終わったわけではない。

朝鮮半島、台湾海峡、いずれもある程度火種が残

っているという現実の上に立って、我々は外交と

いうものを考えなければならないのではないか。

その理解は、自由民主党の総裁として、共通理念

として持っておいていただかねばならぬことだ

と思っております。 

第一部司会 石破さん、８分間でお願いします。 

石破候補 まとめてお尋ねをいたしたいと思い

ます。 

 まず、麻生候補におうかがいいたします。特措

法でこれから先も対応することで、本当によいの

だろうかということであります。テロとの戦いも

特措法、イラクにおける対応も特措法でやってき

ました。１年１年、そのたびにどうするのだとい

うことで国の政治が揺らいでいます。 

 私は、特措法ではない、一般法をつくっていく

べきだと考えておりますが、その場合に、国連の

安保理の決議というものをどう考えるか。そして、

それと国会の対応をどのように考えるか、そのこ

とについて、お考えを承りたいと存じます。この

１点が麻生候補。 

 ２点目は、石原候補にお尋ねしたいと思います。

道路特定財源の一般財源化ということがいわれ

ます。しかしながら、必要な道路はつくるといっ

ている。必要な道路というのは何ですかというと、

私の選挙区の道路、というのでは話にならないわ

けです。本当に必要な道路とは何なのか。そのと

きにＢ／Ｃ（費用便益費）の見直しというのもあ

りますが、都市と地方との関係を勘案して、必要

な道路を考えるときに、こういう基準でいくべき

だというお考えがあれば、お教えをいただきたい。 

 それから、小池候補にお尋ねをいたしたいので

すが、農業というものも安全保障にとって非常に

必要なことだと思います。ただ、自給率が低い、

低いといいますけれども、それは消費者がどのよ

うな食生活をするかで大きく変わってくるもの

なのです。 

 私は、農業の一番の問題点は、やる気のある人

に農地と資金が集まらないということが一番の

問題点だと思っている。しかしながら、中山間地

の非常に厳しいところで、そういうことをいって

も無理です。そこで、個別所得保障のような、そ

ういう政策を民主党がいって、多くの人が支持さ

れている。我々は、それではいけないと思ってい

るけれども、これから先の農業、農村のあり方に

ついて、お考えを承ります。以上３点です。 

第一部司会 では、麻生さん。 

麻生候補 最初のご質問は２点だと思いますが、

特措法というものが時限立法みたいになってい

る。今後も突発的に起きるかもしれないテロなど

など、いろいろあり得ると思いますので、これは

常に即時に対応できるような恒久法、一般法みた

いなものをつくるように努力をすべきだと思っ

ております。 

 二つ目、国連の議との関係とおっしゃいました

けれども、我々は国連の下部機構ではありません。

国連の加盟国の一つ、１９２カ国の１国ですから、

我々は国連にあって世界の世論、いろんなものを

十分に配慮しながらも、日本の国益というものを

常に考えて対応すべきだと思います。 

石原候補 私へのご質問は、道路特定財源の一般

財源化に伴い、必要な道路とは一体何なのか、こ

のご質問だったと思います。 

 道路特定財源というのは、およそ５兆４，０００億、

このうち国が３．３兆、地方が２．１兆です。地方の

道路の整備状況は、私が国土交通大臣としてみた

限りでいうならば、この２兆１，０００億、そのまま

地方にお渡ししなければ、地方の道路整備という

ものは終わらないのだと思っております。 

 それならば、残った国費の３．３兆、この中で、

道路以外にも回すべきだという話を先だっても

させていただきました。では、その中で必要な道

路をつくる。おっしゃられたようにＢ／Ｃという

のは一つの指標かと思います。しかし、公共投資

でありますから、Ｂ／Ｃが１を超えれば、実はつ

くってもいい。しかし、財布は小さい。では、そ

こに何を入れてくるのか。これは麻生候補が冒頭

いわれたように、つながらない道路はつくらない。
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道路はつながってなんぼであります。ですから、

進捗率という要素も入れたらいいと思います。 

 それともう一つ、それだけではない。社会的な

影響。そこに学校がある、あるいは病院がある、

そういうものがあるので、そこを通行する人たち

が、幹線でトラックがどんどん走る。こういうこ

とであるならば、もう一本バイパスをつくらなけ

ればいけない。こういう効果、外部評価、社会的

効果、この三つを組み合わせた形の中で順位づけ

をしていただく。地方は地方で、国は国で。やは

り地方に暮らす方々は、生活道路として使ってい

る部分が多いわけですから、地方の方々にどの道

路をつくればいいのかということを決めていた

だくことが肝要だと思っております。 

小池候補 農業についてのご質問でございます。

これまでの守りの農業から攻めの農業へ。そして、

一言でいえば、もうかる農業にしていくことが肝

心だと思います。 

 中国、そして近隣のアジア諸国、人口が増えて

おります。これはすなわちマーケットになるわけ

であります。ただ、農家にはそれぞれが輸出する

ノウハウなどない。であるならば、農業版のジェ

トロをつくるといったような形も可能だと思っ

ております。 

 そして、自給率を５０％にまで引き上げる。その

ために農地法の見直しということも重要であり

ますでしょうし、やる気のある人にはもっと頑張

ってもらう、その体制をつくることが必要だと思

います。 

 最後に、消費者の観点から、私はキュウリが必

ずしも真っ直ぐである必然性はないと思うので

す。ちょっと曲がった、へそ曲がりキュウリでも

いいじゃないか。消費者がその意識を変えること

が、実は自給率を上げるということにもつながっ

ていくと思っています。 

石破候補 もう一つ、小池候補に聞きますが、い

まの日本の農業法。日本の場合には、消費者負担

型の農業になっている。これを納税者負担型にか

えていかなければ、ＷＴＯは乗り切れないのでは

ないかという考え方があります。この点について

どう考えるか。 

 もう一点は、地方の限界集落、もう家がなくな

ってしまっているところがたくさんある。ここに

対して、個別所得保障なのか、それとも違う政策

で臨むのか。 

小池候補 もうかる農業に変えるということは、

税金でもってその部分をカバーするというのと

は、かなりシステム的に違ってくるのではないか。

まず大きなシステム変更につながると思ってお

ります。 

 個別所得保障、限界集落などの問題は、農業の

問題もさることながら、全体的な国土開発につい

ての、これまでの四全総とか五全総とかございま

したけれども、少し切り口を大きく変えていく必

要がある。私は、ここで省庁の縦割りの問題が改

めて出てくると思っております。農地法にしても、

いわゆる土地の所有の方法、都市の所有の方法、

土地の問題、ばらばらになっているんです。だか

らこそいま一度、霞が関を一たん解体するぐらい

の形でもう一度立て直す。そのことが必要だと思

っています。 

石破候補 与謝野候補に一言。私は大臣のときに、

官僚よりも官僚みたいな、課長補佐みたいな細か

いことを知っているとかいわれましたが、官僚が

いろんなことを隠してきたわけです。方向性を示

すのは大事ですが、大臣、副大臣はかなり細かい

知識を持たなければ、官僚機構とは対峙できない

と思いますが、いかがですか。 

与謝野候補 やっぱり官僚よりも上をいくとい

うことが大事なので、上をいっているなと思えば、

ちゃんとみんな従うんじゃないですか（笑）。 

第一部司会 では与謝野さんの持ち時間です。 

与謝野候補 麻生さんはじめ皆さんにおうかが

いしたいんです。麻生さんは「財政出動」という

言葉を使っておられます。いま冒頭に、麻生さん

の財政出動も、かなり健全な分野でやるんだ、ば

らまくんじゃないんだというご説明があったわ

けですが、財政出動というのは、どういう分野で

やるとお考えですか。 
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麻生候補 財政出動イコールばらまきイコール

赤字公債というような話に、マスコミはすぐそう

いうようにつくりたがる、というような傾向が、

このところテレビなんかへ出演していると、そう

いう感じを受けます。 

 きのう、おとといも同じような感じが出ていま

した。けれども、私の申しあげているのは、例え

ばいま設備投資をすれば、いますれば減価償却等

など前倒しできるようにします。加速償却できる

ようにしますよ、というのも一つ。 

 民間に１，５４５兆円、個人金融資産だけである。

住宅取得税というものも、いま住宅を建てれば免

除しますなどなど、この個人金融資産が貯蓄から

投資に回るということを考える。少なくとも景気

対策に金融政策だけでは効果をあげ得なかった

というのは、この１５年間ではっきりしました。 

 ゼロ金利でも企業が金を借りに来ないという

前提で書かれた経済学の本などというものは、こ

れまでありません。それが日本で起きたわけです

から、その意味では、ここは明らかに財政出動と

いう形が必要なんだと、私はそう思います。その

出動の形は、直ちに赤字公債にするわけではない

という意味でございます。 

与謝野候補 いま麻生さんのいわれた中で、やっ

ぱり政府が持っているいろんな経済手段、景気対

策手段、これは金融政策もなかなか有効じゃない

し、やっぱり財政出動はずうっとやってこなかっ

た。あと、規制緩和もそんなに急に効果があるわ

けではない。あとは税制なんですけれども、税制

はかなり経済にきくと私は思っているわけです。 

 石原さんにおうかがいしたいんですが、石原さ

んは税制については詳細に、今回の総裁選挙でご

自分の信念を述べられている。その中で税制の抜

本改革、法人税、所得税、消費税、その他の税制

の一つ一つの、大体、石原さんが考えておられる、

こうあるべきだという方向性だけ教えていただ

けないでしょうか。 

石原候補 税調小委員長の与謝野先生にお話し

するのも口はばったいんですけれども、私なりの

考えを持っております。それは、これもすでに話

しているんですけども、３年間の税制の抜本改革、

スタートはこの年末の道路特定財源だと思いま

す。その間に、私は、３年間の社会保障の年金、

医療、介護の新しい姿をみせないと、消費税の増

税論議に国民の皆さま方になかなか賛成してい

ただけるとは思いません。 

 いまお話をさせていただいた消費税の増税の

問題、それと法人税の問題、そして所得税の問題、

この三つを３年間で税制改正していく必要が私

はあると思っております。国民の皆さん方のご理

解を得たならば、年金の制度をどうするかによっ

て、消費税プラス保険、こういうものになると思

いますけれども、国民負担率はやはり５割程度ま

で上げていかなければ維持することはできない

と思います。当然、消費税の増税論議は出てくる

と思います。 

 それと、その次にやらなければいけないのは、

やはり日本とアメリカだけになってしまいまし

た。法人税の実効税率が４割の国は。ドイツが、

課税ベースを広げることによって３０％まで下げ

てきた。マイクロソフトはアメリカの会社だと思

いますけれども、機能はアイルランドにある。あ

れはＩＴに対しての減税をしているからです。で

すから、税というものが非常に経済に対していい

ツールになっている例だと、私は思います。 

 そして、これはなかなか皆さんおっしゃらない

んですけれども、所得税です。私は勤労所得と譲

渡益とか、さらには配当とか、そういうものを二

つに分けたらいいと思います。勤労所得は、やっ

ぱりたくさん稼いでいる方々は高くなるという

形で、そのかわり、そういう譲渡所得、キャピタ

ルゲインみたいなものはフラットな分離課税に

していく。この消費税、法人税、所得税の三つの

改革を３年間で行うというのが私の基本的な考

え方です。 

与謝野候補 石破さんにおうかがいしたいんで

すけれども、日本の安全保障を考えるときに、私

は一番恐怖心を持っているのは、北の核なんです。

北が核実験をやった、北が４発か５発か６発、小

さいんだけれども、核兵器を持っている。この現

実をどう考えるのか。この現実に対して、日本で

対応可能な外交努力というのは、どういうふうに

考えたらいいのか。 
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石破候補 核を開発しながら途中で放棄をした

国がいくつかあります。何とか外交努力で核を放

棄をすれば、このようにいいことがある。単に敵

視をし、圧力、圧力だけでは解決しないと、私は

思っているんです。 

 かつて、南アフリカも核を開発をしていた。あ

るいはリビアの例もあります。いろんな外交手段

によって、核の開発を放棄させる、私はそれが大

事だと思います。 

 しかしながら、本当に査察がきちんと行えるか、

本当に隠していたらどうするかということがあ

ります。ですから、有事法制をつくって、国民が

避難できるようにしました。ミサイル防衛もやり

ます。あまりみんな語りたがらないけれども、核

の傘の有効性というのを常に検証する必要があ

ると思っているのです。核を放棄させる努力は全

力でやる。しかしながら、核を持ったとしても、

それを使う意味がないという体制を同時につく

っていかなければ、北の核の脅威はなくならない

と思います。 

与謝野候補 あと、埋蔵金論争というのがあって、

別にそんなことはどこにあるなんていうことを

証明した人もいないんですが、どうもそういう楽

観論を国民に与えてはいけないんじゃないか。や

っぱり現実にお金があるかないか、これは使って

いいお金かどうかという問題を含めて、正直に政

治が国民に物事を説明しなければ……。何か、妙

な楽観論がはやるというのは、日本の将来にとっ

て好ましいことではないということを最後に申

しあげたいと思います。 

第一部司会 それでは、石原さんの８分間です。 

石原候補 まず麻生先生にお聞きさせていただ

きます。この秋の臨時国会の民主党提出法案のう

ち、実は私どもが道路特定財源の一般財源化を約

束させていただいたことによって、国民の皆さん

に説得力を持つのは、いわゆる揮発油税の暫定税

率部分の減税法案であります。私の考えは先ほど

申しました。地方の道路は足りませんので、２兆

６，０００億のうちの９，０００億、これを減税するなん

ていうのは全くナンセンスだと思います。 

 しかし、油の値段、いま高値で安定しています

けれども、これから冬を迎える、灯油の値段も高

くなる。あるいは地方の方々の交通機関というの

は、都会は公共交通機関がありますけれども、車

じゃなければならない。いまは物流、トラックの

方、あるいはハイヤー、バス、あるいは漁業、農

業の方々が大変だと声を挙げていますけれども、

燃油がリッター当たり２００円ぐらいになるような

ときは、やっぱり使う方々が恩恵を被る国税部分

の揮発油税の減税というものを考えてもいいん

じゃないか。そんな気がするんですけれども、麻

生先生はどうお考えになるか。 

麻生候補 地方においては公共交通機関がない

というのは事実です。東京で何でこれだけラッシ

ュアワーがないかといえば、東京の周り、ヒンタ

ーランド約３，４００万、１都３県に約３５００万住ん

でいらっしゃるんですが、この方々の鉄道依存率

は５６％。世界最高に鉄道依存が進んだ地域です。 

 他方、地方においてはバスだけなんていうとこ

ろはいっぱいあります。そういったところで、田

舎に行けば行くほど、軽自動車１台、軽トラ１台、

マイクロバス、そういったものを持っているほう

が普通。それがなきゃ生活できないからです。 

 そういったような状況にあって、いまいわれた

揮発油税の地方税分というものに関しましては、

僕は、これはどうしたって必要なものだと思って

いますので、いまの点に関しては賛成です。 

 残りの部分については、状況によってどういう

ことか考えなければいかんところだと思います。

そこらのところはどういった形がいいか、いまの

段階で、一つの案としてあると思いますけれども、

これは税調あたりでよく論議をしないと。いまの

意見は、その面だけは間違いないんですが、その

分だけ減収になった分をどうするなどなど、いろ

いろなものを改めて考えなければいかんところ

なので、いまこの段階で、その案に賛成とも反対

ともいえません。 

石原候補 同じ質問を与謝野先生にさせていた

だきたいと思います。 

与謝野候補 道路の一般財源化に伴って考えな

ければいけないことが二つあります。 
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 自動車関係諸税をもうちょっと簡素化する必

要があるんじゃないか。自動車重量税、取得税な

ど、非常に複雑になっている。二重課税じゃない

かというご批判もある。こういうものを簡素化す

るということが一つ。 

 それから、道路財源を一般財源化するというの

は、政府与党の合意でどう書いてあるかというと

「道路特定財源は、税制の抜本改革に際して一般

財源化する」。こういっているわけですから、道

路財源、あるいは揮発油税単独で議論するという

ことは、いけないのだろう。全体のいろんな税を

検討する中で、揮発油税の位置づけをしていく必

要がある、私はそう思っています。 

 もう一つ大事なのは、その際、地方自治と財源

という問題を忘れてはいけない。やっぱり道路特

定財源を一般財源化するときに、地方自治体が持

っている財源を取りあげる形というのは、私は好

ましくないと思います。 

石原候補 後段のところでは、両先生と私、考え

方が一緒です。国税部分の考え方については、若

干まだこれからの議論ということに受けとめさ

せていただきました。 

 続けて、麻生先生にお聞かせ願いたいんですが、

拉致問題、時間がかかればかかるほど、時間との

闘いなんじゃないかという気がします。２００４年

に小泉総理が訪朝されて以来全く動いていない。

私は、次の総理が、私を総理にしていただけるな

らば、乗り込んででも、この問題を直談判する。

そういう気迫を持って、この問題は取り組ませて

いただきたい。これについてのお考えを麻生先生

にお聞かせ願いたいと思います。 

麻生候補 拉致問題、拉致、核、ミサイルという

問題は、これは日本の主権が明らかに侵された。

しかも、犯した本人が認めているんだから。他国

の主権を犯したということを国家元首が認めた

なんていう例は過去に一回もありません。その意

味では、明らかに日本の主張というものは、世界

でも認められているところだと存じます。 

 その意味では、拉致の問題については、日本は

今後とも堂々とやっていかねばならない。これは

負けてはいかんところ、これははっきりしている

と思います。が、相手の対応ですから、乗り込ん

でいってどういう答えが出てくるのか、そこのと

ころが問題なのであって、何の答えが出てくる当

ても全くないのに行っても……ということだと

思います。ましてやいま、脳卒中とかなんとか、

これも報道の話ですからあてにならん話ですけ

れども、そういった意味では、ぜひきちんとした

対応ができる人が出てこないと……。 

 外務大臣クラスと交渉したことは何回もあり

ますけれども、全然らちがあかんわけですから、

らちって「拉致」じゃないですよ。その意味では、

乗り込んでいってどうこうというほど単純なも

のではないのではないかという感じがします。 

石原候補 ちょっと話題を変えさせていただい

て、行政改革に移らせていただきたいんですけれ

ども、先ほど小池先生が言及されておりました汚

染米の話です。これはまさに消費者行政で起こっ

てはならないことが起こっている。ということは、

監督すべき地方農政局は一体何をしておったん

だ。地方農政局あるいは通商局、地方整備局、合

わせると国家公務員３３万人のうちの２１万人がそ

こで働いている。やはり地方分権の流れの中で、

私は、まず特区である北海道の北海道局を北海道

に移す。あるいは地方農政局も、これは広域で各

県にありませんけれども、広域的なそういうとこ

ろに権限を移す。こういうことが必要だと考える

んですが、小池先生のお考えを。 

 もう一点、小池先生にお聞かせ願いたいのは、

小泉改革の継承をうたわれました。私も小泉改革

で行政改革に取り組んで、時にはサンドバッグに

なって特殊法人の廃止民営化、１６３法人のうち残

ったのは、これを中継してくれているＮＨＫさん

と日銀と六つぐらいだと思うんですけれども、こ

ういうものに対して、どのようにお考えになるか。 

 そして、小泉改革の負の面というものもいろん

なところで出ている。地域間格差、地域の疲弊、

こういうものに対してどうお考えなのか。小池先

生、石破先生のお話を聞かせていただいて、最後

にさせていただきたいと思います。 

第一部司会 残り時間がわずかですので、簡潔に

一言ずつお願いします。 
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小池候補 私は一言でいいまして、国家のピクチ

ャー、絵をもう一度かき直さないと、道州制の問

題もあります、中央の官庁の、いまおっしゃった

ようなていたらくの問題もあります。一度真っ白

なところに、いま霞が関がどうなっている、そし

て地方がどうなっているというのを、棚卸しをす

る必要がまずあると思っております。そして、こ

れをまとめるのがまさに政治の力でございまし

て、その意味ではこの行政改革というのは、明確

な、そして信念に基づいた政治力でもって進めて

いく。これこそがまさに政治主導そのものだと思

っております。個々の問題は、具体的には時間の

関係で申しあげません。また後で時間があればと

思っております。 

 それから省庁の再編、出先についても、それも

まとめていく。またゼロ回答などというのは全く

けしからん話だと思っています。 

 小泉改革の陰影の部分でございますけれども、

改革はまだ道半ばでございます。私は、むしろこ

の改革を貫くことこそが日本の成長をつなげて

いき、そして経済のパイを広げていくということ

で、そこで国民の皆さま方にその果実を味わって

いただけるものだと思っておりますので、力強く

これからも続けてまいる必要があると考えてお

ります。 

石破候補 私は中央省庁の再々編をもう一回や

りたいと思います。抵抗がすごかったですけれど

も、もう一回やり抜かないといけない。それから、

地方分権と、省の出先の統合、それも絶対やらな

きゃいけない。これも必須です。 

 もう一つ、検査に入るのに事前に予告していく

とは何事ですか。そんなものの何が検査ですか。

そういうことをしたものは、きちんと罰するとい

うことでなければ、何度も同じことをやります。

信賞必罰が足りないということだと思いますね。 

 地方の疲弊に対しては、とにかくすぐ効くもの

をやらないと、「薬は打ったけれども、もう患者

は死んでいました」みたいなことが現実化しつつ

ある。その危機感が中央には足りないのではない

か。すぐ効くものをすぐやる。これは必要だと私

は思います。ただ、それがばらまきにならないよ

うに、そのことの対策は必要ですよ。 

第一部司会 ありがとうございました。最後にい

い残されたこと、いい足りないこともあると思い

ますので、まとめの発言を。 

麻生候補 そうですね。小沢先生の話が出てこな

かったので、出るかと思っていたんですが、どな

たもいわれなかったので。いま、政権選択をとか

いう話をしておられますが、あれは選択肢がある

なら、有権者に選んでいただきたいと思うんです

が、しかし、昨年から今日までの民主党を、皆さ

んたちからみられてどう思われておられるのか。

日銀総裁の人事を人質にとってみたり、インド洋

の給油法を人質にとってみたり、こういう政党が

選択の対象になりますかね。大いに民主党に変わ

ってもらわねばならぬものなんだ、私はそう思っ

ております。 

 したがって、どうであれ、ぜひそういった点を

きちんとしないと、成熟した民主主義制度、民主

主義国家にはなりにくい、私にはそうみえます。 

石破候補 当選７回以上の衆議院議員は知って

いると思うのですが、平成元年の宇野総裁のとき

の参議院選挙と同じような状況が起こっている

んじゃないかという危機感を持たねばならんと

思うんです。 

 私は、自民党の政策は正しいと思っている。部

分的に直さなければいけないところはあるけど。

しかし、正しかろうが何だろうが聞く耳を持たな

いという状況になっているんじゃないか。自民党

の政策をもう一度聞いてください、と国民にお願

いをし、聞いてみようかと、そう思ってもらえな

いと、今度はほんとに大変なことになる。 

 いま麻生候補がおっしゃったように、民主党の

政策というのは、そのまま実現したら日本はどう

なるかわからない。しかし、何であれかんであれ、

一回やらせてみればいい。だめだったら変えれば

いい。そういう感じですよね。まず自民党の政策

をもう一度聞いてください、もう一度耳を傾けて

ください、その真摯さ、真剣さ、これが必要だと

私は信じます。 

与謝野候補 いい政策を語ることは、そんな難し

いことではないと私は思っています。ただ、政治
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と国民が信頼のきずなでつながっているかどう

かということが、政治が成功するかどうかのかぎ

だ。そういうふうに思っています。それが問われ

ている総裁選挙である。そのように自分で考えて

行動してまいります。 

石原候補 先ほど来お話をさせていただいてい

ますけれども、まず無駄を省くところ。国交省の

タクシー代、小さな話ですけれども、８月、去年

は１億円使っていたのが６００万になる。９５％減ら

せられるんですね。 

 そして、先ほどお話をさせていただいた北海道

局、ここであれだけ汚職が起こるということは、

どういうことなのか。これもやはり北海道は特区

なんですから、道庁にくっつけて、事業ごとに随

意契約ですから、外部監査を入れて、どこの部局

がどういう事業をどういうふうにやっているの

かということを、第三者の会計士の皆さん方にみ

てもらうような、こういうことをやっていけば、

かなり無駄は削げるんじゃないでしょうか。 

 特殊法人改革のときは、５兆円の国費が当時特

殊法人に入っていたものを、２兆円削って３兆円

になりました。このほか、公益法人にも、もちろ

んふやしていかなければならない私学助成とか

社会保障関係のものを除いても、合わせて４兆円

ぐらいお金が入っている。ここのスリム化をすれ

ば、実は天下りの問題も、仕事がなくなるからな

くなる、こういう行革の観点を忘れずに議論を深

めていきたいと思います。 

小池候補 いま、日本は縮み思考に入っていると

思います。どんどん内向き内向きになって、そし

て都市と地方の格差、正規雇用、非正規雇用、も

ちろん格差がいま生じています。しかしながら、

世界は大変激動を続けております。そして、新し

い国々、新興諸国が破竹の勢いを続けている。そ

ういう中で縮み思考のままであっていいのかど

うか。私はこの点、もっと世界に目を広げよう、

もっとチャンスはいっぱいある。その意味で、日

本のもったいない力、もったいない力を集結すべ

きときだと思います。それを妨げているのがいわ

ゆる霞が関、規制の問題であります。 

 例えば日本の場合、書類を１枚、何か仕事をす

る際に出すときでも、もう大変な作業がいまだに

あるんですよ。こういったことは海外からの、ビ

ジネスチャンスを日本に求めてくる人たちを、ど

うぞ来ないでくださいといっているようなもの

である。私は、この縮み思考を、この公務員改革

などを通じて、もっと世界に開かれた日本、そし

て元気な日本にしていくことが必要だと思って

おります。それができる自民党は、自民党を超え

られる、このように思っております。そのために

も霞が関をぶっ壊さないといけないと思います。 

第一部司会 どうもありがとうございました。 

では、これで第一部を終わります。 

第 二 部  

総合司会 それでは、二部に入ります。代表質問

者は、いずれも当クラブの企画委員です。候補者

の方々かみて左から、長谷部剛さん、橋本五郎さ

ん、倉重篤郎さん、宮田謙一さんです。 

 質問に対するお答えは１分以内でお願いしま

す。ランプが点滅しましたら、そこで発言を締め

くくるようにしていただきます。質問によっては

イエス、ノーで簡単にお答えいただく場合もあり

ます。それでは、代表質問をお願いします。 

橋本委員 最初に、政治に対する基本姿勢をおう

かがいしたいと思います。個別の政策について、

後で詳しくお聞きしますけれども、ちょっと言葉

じりをとらえるかもしれませんが、それぞれがこ

れまでの共同記者会見などで自分が得意とする

こと、あるいはキャッチフレーズとして掲げてい

ることについて、質問したいと思います。 

 まず麻生さんにお尋ねします。麻生さん、一番

得意なのは何か、ほかの人に優越しているものは

何かと聞かれまして「うーん、経験かな」、こう

いうぐあいに答えられました。失言を寸止めして

いるというのも経験のうちかと思いますけれど

も、しかし、いろんなポストにいっぱいついてい

ることが経験なのか。真の経験というのは、そこ

から一体何を学んだのか、一体何を自分の中で会

得したのかであろう。それはリーダーにとってど

ういうぐあいに必要だったものなのか、そのこと

について、まずおうかがいをしたいと思います。 
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麻生候補 いい質問だと思います。新聞記者を長

くやっていればいいもんじゃないとよくいわれ

ますもんね。前からそううかがっていましたから、

ああ、自分に問われる質問がそのまま返ってきた

んだなと思って、自分に厳しいというのはいいこ

とだと思っていますから、いまの質問はとてもい

い質問だと思います。 

 何を得たかといえば、基本的には自分の意見、

いろいろありますけれども、例えば地方に税を移

すという話は、全省庁反対。総務省以外は全省庁

反対だったと思います。そういう中で他の省庁を

説得して、３兆円の税源移譲というのをやるとき

には、全省庁、全大臣が敵に回るわけですから、

なかなかしんどいというようなことは、得難い経

験だったというふうに思います。説得するに当た

っては、自分の身も切らんとなかなかいかんとい

うところ、そこが一番経験で習ったところなんじ

ゃないでしょうか。 

橋本委員 麻生さんにもう一問。麻生さん、こう

いうことをいわれていますね。だれが民主党と戦

うのか、これが総裁選の最大の争点だ、と。私は

ちょっと違うと思いますね。ここで選ばれた人は、

日本国の総理大臣になるんですよね。しかし、い

ま話しているのは野党と戦う党首が一番いいん

だ、と。これは本末転倒しているんじゃないでし

ょうか。戦う前に、日本の総理大臣としてどうな

のかということが問われるんじゃないですか。 

麻生候補 言葉じりをとられている、そういう一

つの例だという意味はよくわかります。私どもは、

皆さん方と違って、１年以内に選挙を控えている。

したがって、この選挙によってどのような結果を

出すかということは、党の浮沈はもちろんのこと、

私どもは民主党に比べて、自由民主党のほうが政

権政党たり得ると、私どもはそう思っています。

結果として、自由民主党という政権政党が野に下

るということは日本のためにならん、そう思って

おりますので、ここは何といってもこの選挙で勝

ち抜く。そういった戦う党首でなければ、次の総

理大臣などといっても、現実問題としては、それ

は実を結ばないことになる。したがって、目先、

選挙で戦い抜くという覚悟が大事なんだと申し

あげております。 

橋本委員 では、石原さんにおうかがいいたしま

す。候補者の中で一番自分のアピールできる点は

何かと聞かれ、一番年が若いことだ、こうおっし

ゃっていましたね。ジョークだとは思うんですけ

れども、若さというのは一面未熟さの象徴でもあ

る。若さの何を、一体総理大臣としてやろうとし

ているのか。若さの内実について、お触れ願いた

いと思うんです。 

石原候補 先ほど、集中期間を設けて、年金、医

療、介護を、と。バケツに穴があいている年金、

あるいは大変不安の高まっている介護、そして増

大する医療費、こういうものへの対処をパッケー

ジをお示ししたいという話をさせていただきま

した。制度をつくった人間が、その制度をみるこ

とがなければ、その責任は一体どこに行くのか。 

 平均余命が７８であるならば、もちろん年金の制

度を変えるとき、移行期間が２０年ぐらいかかるわ

けですから、その制度の成否をしっかりとみて死

んでいくことができる、そんなことを思いまして

「若い」ということを発言しました。実は与謝野

先生に大変おもしろいことをいわれてしまった

ので、後が続かなかったということもあるんです

けれども、そんなことを思っております。 

橋本委員 石破さんにおうかがいしたいと思い

ます。石破さんは、地方の痛みを強調されていま

す。そして、地方で生まれて、中学校まで地方。

その痛みが自分の中にしみ込んでいるというこ

となんでしょうけれども、ここはやっぱり、もう

少し地方再生の全体計画を、ただ痛みがわかると

いうだけでは何の処方せんにもならない。具体的

に、一体何年でどうする、どういう地方にしよう

としているのかという具体的なビジョンを示し

てもらわなければ、単なる同情論にすぎなくなっ

てしまう。その点はどうなのか。 

石破候補 一つはまず痛みをわかっているのか、

ということから始めなければいけないと思いま

す。わかっていますよ、ということが第一ですよ

ね。お医者さんと患者さんでもそうですよ。どこ

が痛いのかということがわからなければ、そこに

信頼関係は生まれない。そう思って、そう訴えて

おります。 
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 では、何をするのかということですが、一時期

景気が日本はよかったですよね。リストラ景気、

あるいは中国特需といわれました。リストラ景気、

地方は関係ありません。中国特需にも関係ない。

その中で交付税が減らされ、そして公共事業が減

ってきた。では、どうやって生きていくんだとい

うのが地方ですよ。 

 私は、地方が自立できるだけの社会的なインフ

ラストラクチャー、これは整えなければいけない

と思っています。競争条件を整えないで競争して

ごらん、自立してごらん、それは無理ですね。そ

れをやっていきたい。そして、地方にこそ本当に

ふさわしいようなライフスタイル、それを確立す

る。それが処方せんだと思います。 

橋本委員 小池さんにおうかがいしたいと思い

ます。女性の私が立候補したこと自体が自民党が

変わりつつあるということだとおっしゃってい

ましたよね。別に女性であることをひけらかして

いるとは私は思いませんけれども、ヒラリー・ク

リントンさんは、選挙戦の中でこういうことをい

いました。私が立候補したのは女性だからではな

い。最も大統領にふさわしい候補者だから、私は

立候補したんだと、と。男性、女性を超えた自信

がそこにはあるからだと思うんですね。その点は、

小池さんはいかがお思いですか。 

小池候補 昨年ですけれども、初めての女性防衛

大臣に就任させていただきました。その際も感じ

ましたけれども、防衛大臣が女であろうが、男で

あろうが、これは関係ない。国民の安全、安心を

確保していくためには、防衛省、自衛隊の長とし

て、もちろん総理がおられますけれども、そこで

毅然と、明確に国益を守る、そのリーダーシップ

が必要である。私はそれをやっていくということ

で、残念ながら事務次官の辞任、退任していただ

くというような話で終わってしまったわけであ

りますが、それよりもさらに上の総理総裁をねら

って、いまこの総裁選に臨んでいるわけでありま

す。私は必要なときには、自分というものを捨て

て、無私の心になって、国家として必要な決断を

下せる。その点については、私はいつも自分自身

に自信を持っております。 

 また私は女性であるということから、生活者と

しての観点、どうしていま少子化になっているの

か。働く女性たちの実際の生活の中で、子供は欲

しいけど、でもなかなか産めないのよね。こうい

うような感情、こういったことについては、この

中のどなたよりも私自身がわかっているのでは

ないか。 

 そういう意味で、これまであまり多くは語られ

なかった、もしくはテーマとしては語られてきた

けれども、実質、国民の皆さんの胸にはストンと

共感が得られるような施策になっていなかった

からこそ、少子化問題が起きている、消費者問題

が起きている。そういった、実は一番大事な部分

を私自身がトップとして問題解決、そして新しい

施策をつくることができるんじゃないか。その意

味では自信を持って臨んでいるつもりです。 

橋本委員 では、最後に与謝野さんに。与謝野さ

んのキャッチフレーズは、心優しい温かい改革で

す。これは言語感覚に非常に鋭敏な与謝野さんら

しくないな、と私は思うんですね。形容矛盾じゃ

ないのか。改革というのは、時に阿修羅のごとく

冷徹に厳しくやらなければいけないことでしょ

う。そうすると、心優しい温かい改革といのはど

ういう改革なんだろう。なかなかイメージがわか

ない。そういう感じがするんですけれども、いか

がでしょうか。 

与謝野候補 いまのは橋本さんらしくない先入

観だと私は思います。改革を阿修羅のごとく、そ

ういうイメージを持つのは、多分間違いだと思っ

ているわけです。 

 何でも改革というと話が通じると思っている

んですけれども、改革というときには、必ず何の

ために改革をするのか、改革をした結果、どうい

う結果が生まれるのかが大事です。そういう理念

と結果をちゃんと明確にして改革というものを

論じないと、間違えるわけです。単なる流行語と

しての改革という言葉を使ってはいけないと私

は思っています。 

 しかしながら、一部の改革ではやっぱり痛みを

生じる方々が出てくる。我々政治家は、命を持っ

ている人間を対象にしている職業ですから、やっ

ぱり理屈や理論だけでは割り切れない部分があ
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る。人間という命を持った、そういうものを対象

にやっている職業は、常に心優しさと温かさを持

って事に臨む。理屈や理論だけではありませんよ、

と。それがその標語の意味でございます。 

橋本委員 時にね。時に阿修羅。 

与謝野候補 時にならいいですけど。 

長谷部委員 いま、改革論議がありましたが、皆

さん、小池さんはともかく、小泉改革の負の面も

強調されながら、しかし改革をやめるとは一言も

どなたもおっしゃらない。改革は続ける。いまも

まさにおっしゃっている。国民にはわかりにくい

んですね。どうも小泉改革と逆行するような動き

も出ているようにみえます。わかりやすく整理し

てほしい。いろいろ説明されてもわかりにくいで

すから端的に、小泉改革の評価をお聞きしたいん

です。評価する面が何割、評価しない部分が何割

か。何対何、ということで一言ずつお答えいただ

きたい。 

 それと、これも時間がないので一言ずつお願い

したいんですが、財政のプライマリーバランスを

２０１１年に黒字化するという目標があります。こ

れを堅持する、しない。イエス、ノーでお聞きし

たいんです。いま改革論議をされた与謝野さんか

ら、小泉改革の評価、何対何ですか。 

与謝野候補 小泉改革の最大のものは、経済思想

が変わったということ。いわゆるケインズ的な有

効需要を財政によって創出するというのをやめ

たということが、最大の改革です。 

 構造改革自体というのは、厳密にいうと、効率

の悪い分野から資本と労働を効率のよい分野に

移すという作業なわけです。ただ、この間、好ま

しくない思想、すなわち市場原理主義的な、痛み

を放置するとか、勝ち組とか負け組とかいう、人

の心を荒廃するような思想が流布されたという

のは、マイナス点だと私は思っています。 

長谷部委員 比率は何対何ですか。 

与謝野候補 点数？ 

長谷部委員 点数でもいいです。 

与謝野候補 あまりそういうことで点数をつけ

たことがないので……。ですから、点数的には、

小泉改革が成功した部分と、やはり気持ちの上で

残したものと両方あります。 

長谷部委員 ちょっとごまかされたような気が

しますが……（笑）。プライマリーバランスの目

標については、堅持ということでよろしいですね。 

与謝野候補 プライマリーバランス黒字化を２０１

１年に達成するという目標は、現時点ではいじる

必要はない。ただ、ことしの税収等をみると、か

なり厳しいなと思っています。黒字に到達するた

めに、歳出歳入の改革をやるので、歳出削減だけ

でプライマリーバランスを到達するとは書かれ

てない。 

長谷部委員 小池さんは１００点とおっしゃるのか

もしれませんが、どうでしょう。 

小池候補 １００点といいたいところなんですが、

改革というのは、すぐに効果が出るものと、しば

らくしてようやく効果が出るものと、その二つが

あると思うんですね。すでに効果が出ている部分

もあると思います。一方で、まだ出ていない、そ

のところで痛みを感じて、また戻る、改革をやめ

てまた戻ると、最もこれはコストパフォーマンス

が悪いといいましょうか、痛んで血を流した人た

ちがいて、またもとへ戻るというと、血を流した

分だけ、かえって犠牲の人がふえてしまう。 

 ここは改革を貫く。そのことが新しい雇用の場

をつくっていくことにつながっていく。そこへ移

行するためには、古い産業に携わっておられる方、

そこへの手当はもちろんしなくてはなりません。

しかしながら、私は信念を持って、この日本の改

革を進めていくということこそが必要だ、これは

強く、いまも思っているところです。 

 プライマリーバランスについては、１１年黒字化

の堅持ということについては、そのとおりだと、

このように思っております。そのためにも、デフ

レ脱却であるとか、それから国有資産の活用、こ

れはちょうどサッチャーさんが最初にやられた

方法だったと思いますけれども、これを徹底して

進めていくということ。政府資産の圧縮であると
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か歳出削減、これらをパッケージにしたうえで、

それでも足りない部分などについては、その後新

たな国民負担を求めていくということもあると

思います。 

長谷部委員 では、石原さん。どうでしょう。ま

ず小泉改革について。 

石原候補 私は、やっぱり無駄を省いて効率のい

い社会をつくっていこうということでは、霞が関

の抵抗がありましたけれども、さっきいったよう

に、特殊法人に５兆円出ていたものを４割カット

する。その４割カットするということは、その２

兆円を違う必要な分野に回すことができたとい

うことで、すばらしかった。 

 しかし、さっきも冒頭お話しさせていただいた

んですけれども、国民の多くの方々の中で、何か

割り切れないな、納得できないなというような事

象も、この規制緩和の中で起こりました。いわゆ

るマネーゲームにうつつを抜かす人ばかりがど

んどんふえていって、特殊なビルに生活する。そ

の一方で、こつこつ働いている一次産業の人たち

に対しての手だて、あるいは中小零細企業の方々、

または商店街、地方に行けば非常に空洞化する。

そういうものに対して手を差し伸べてこなかっ

た。そういう意味では、９割成功、１割配慮足ら

ず。そんな印象を持っています。 

 ２０１１年度、プライマリーバランスの黒字化を

堅持していかないと、たがを外すと、ダイエット

と一緒なんです。緩い服を着ると、体のほうがそ

っちに太っていくんです。きつい服を着れば、き

ついところでとどまるんです。これは私のダイエ

ットからの経験です。 

長谷部委員 石破さんは地方の問題を強調され

て、これは改革の負の面を強調されているように

みえますが、どうですか、小泉改革については。 

石破候補 別に強調しているつもりはない。現実

を申しあげているだけのお話ですけれども、私は

９：１とは思わないですね。７：３。そういう数字に

どれぐらいの意味があるか知りませんがね。 

 私は、郵政民営化委員会の理事もやった。本会

議で質問もやった。これは何が問題かといえば、

膨大な資金が、何の責任もなく運用されていた。

そこが問題なのであって、では、過疎地の郵便局

を統廃合して、いま農協も統廃合、役場もなくな

る。そこで郵便局しかないという人たちの気持ち

に、本当に悲しい思いをさせることが、改革全体

のために必要なことだったのかというと、それは

そうではないでしょう。 

 三位一体改革でも、それは財政の論理からすれ

ば必要なことかもしれないが、地方にとってほん

とにやれない状況というのがあるわけです。全体

の目標を達成するために、配慮を欠いた部分があ

ったのではないか。その部分を見直さなければ改

革本体が成功しない。 

 地方に、小泉改革への、はっきりいえば怨嗟の

声がある。これを小泉改革の本質はこうです、皆

さん方がほんとに困らないようにしますよとい

うことがなければ、改革そのものが成功しない。

そういうことを申しあげているのです。 

 プライマリーバランスの２０１１年黒字化、これ

は堅持します。堅持しなければどうにもならない。 

長谷部委員 では、最後に麻生さん。 

麻生候補 僕も、点数で何対何というのは、これ

は正直、長谷部さん、もうちょっと時間がかから

ないとわからんと思いますね。 

 ただ、いろいろな方がいわれますけれども、後

世、小泉改革の中で歴史に残る話は、多分有事法

制と国民保護法制を通したというところが、僕の

点数からいくと、一番高いんですけどね。私はそ

のとき政調会長だったんですけど、これが私にと

っては一番大きな評価で、少なくとも自由民主党

結党以来やろうとしてできませんでしたから、私

はこれの評価が一番高い。改革の点もありますけ

れども、これが一番です。 

 改革には、改善と改悪と二つが常に出ます。し

たがって、よかったという結果の部分はさらに伸

ばさないといかんでしょうし、評価の低かったと

ころ、痛みの出過ぎたところは、いろいろな意味

で手当をしなくてはならん。会社経営すれば、ど

んどんやっていって、うまくいったところはその

まま伸ばす、うまくいかなかったのは直していく

のは当たり前のことなのです。何年かに一遍、き
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ちんとその点を補修していけばいいんであって、

それを、補修することイコール郵政を官営に戻す

なんていう話ではない。よりよいサービスを、い

ま石破さんのいわれたように、田舎にいればわか

りますよ、郵便局まではるかに遠くなっちゃった

んだから。郵便局に行くまでの交通コストがかか

るようなことになりましたからね。そういう意味

では、これは地方にいないとわからんところで、

都会みたいなところとは全然状況が違う。 

 プライマリーバランスにつきましては、この点

については、目標として堅持するのは、私は決し

て間違っていないと思います。ただし、あれをつ

くったとき、どういう経済情勢を前提としてつく

ったかといええは、名目成長率は２％強だったん

ですよ。きょう出たところでは、マイナス３％ぐ

らいになったんじゃないの、ことしは。そういっ

た状況では、状況は極めて厳しいことになってき

ていると思うんですね。 

 そのように前提条件が変わってきています。基

礎的財政収支をバランスさせるということは、そ

れが自己目的化するのではなくて、次の経済政策

のためにバランスさせるわけですから。目標化し

ているんではなくて、それは手段であって、目的

ではないという点だけを申しあげております。 

長谷部委員 麻生さんに続けてお聞きしたいん

ですけれども、３年間は景気対策だ、と。中期で

財政再建をやり、その後は成長政策。この間の経

済対策で、定額減税のお話がありました。ばらま

きではないとおっしゃいましたけれども、財源を

どこから持ってくるのか。 

 もう一つ、足元、中期、長期とやるとおっしゃ

いましたけれども、世界経済の現実は資源高で、

工業品より資源のほうが価格が上がっているわ

けですから、加工貿易型立国なんていうのは成り

立たないかもしれない。ドルがいま上がっていま

すけれども、基軸通貨として非常に不安定な状況

になっている。いつどういうショックが来るかわ

からない。そういう状況のときに、外をみた場合、

３段階でやるなんていう悠長なことでいいのか。

ただ、先送りしていたのでは大変なことになりか

ねない。その２点、どうでしょう。 

麻生候補 財源の話は、即赤字公債の発行という

話に短絡的によくいわれますけれども、私は、赤

字公債の発行ということをいったことは、多分一

回もないと思います。 

 二つ目、財政出動の場合、先ほど与謝野先生も

いわれましたけれども、これは税制というような

ものも、非常に大きな一種の財政出動ですから、

そういったものもある。また、埋蔵金という品の

ない表現がえらいはやったことがあるんですが、

特別会計の中にある積立金の中なんかでいくつ

か使えるものは使うようにしたっていいのでは

ないか。そういったようなことは決してないわけ

ではない、ということを申しあげた。ただ、それ

を過剰にいうつもりは全くありませんから、そこ

だけは誤解せんでください。 

 いま目先、僕は日本経済、全治３年ということ

を申しあげているんです。外需によって日本の景

気はこの数年もってきたわけですが、そのアメリ

カもマイナス、中国も、上海の株価をみたらわか

るように、この３月から６０％ぐらい下がってきて

います。そういったものがすべてマイナスの状況

の中で、外需でやってきた日本の景気が、内需、

何にもしないでやれるかといえば、それははなか

ら無理なのではないか。 

 したがって、内需をなんとかしていく必要があ

る。しかし、金融政策でやったって、過去何年間

か、金利ゼロでも、金を借りて設備投資を企業が

しないんです。そういう前提で書かれた経済学の

本はありませんが、そういう状況が、日本で起き

た。それに対応して、我々はいま、どう考えても、

ここは財政という話になるんです。財政の中には

税制とか、いろいろな考え方があるのであって、

そういったものをミックスしてやっていけるこ

とが十分に可能なのではないか。 

 加工貿易やら何やらということを必ずいわれ

るんですが、例えばいまからアメリカで自動車が

もっと騒ぎになりますが、自動車のプレス機械は、

多分いまＧＭの持っている工場のすべてのプレ

ス機械は、あれは石川島播磨だと思います。ＩＨ

Ｉの機械を使っている。その機械をメンテナンス

するために、年間ＩＨＩの社員に出向してメンテ

ナンスする金だけで約１３０億円払ってもらってい

る。例を挙げるといくらでも出てきますけれども、
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そういうものがないとできないんであって、ある

程度、先進的な技術、しかも精密な技術、こうい

ったものを持ち続けるということは、日本の経済

というものを、日本を先進国あらしめるために、

すごく大きな要素だと、私はそう思います。 

長谷部委員 続けてお聞きしたいんですが、与謝

野さん、正直に国民に問うのだと強調されている。

きょうの新聞によれば２～３年後に２％ぐらい消

費税を上げなければならない、１５年には１０％ま

で上がるというふうにおっしゃったようです。と

いうことは、２～３年後にそのぐらいということは、

仮に今度総選挙に入ったとします。そのとき与謝

野さんが総裁なられ、増税すると正直に国民に問

うということでいいんですね。 

与謝野候補 選挙ですから、責任をもって物事は

いわなければならないわけですけれども、なるべ

く国民の皆さま方が理解してくださるような方

法、これを考えなければいけない。私はそういう

ふうに正直思っています。 

 理解をしていただくための方法というのはい

くつかあります。一つは何のために税制改正をす

るのか。これはやっぱり年金、医療、介護という

国民の社会福祉を防衛するために、その水準を維

持するためにやるんだ、と。それから財政再建の

ほうは、歳出削減、あるいは経済成長、無駄の排

除、こういうことで財政再建をやっていくんだ、

と。その二つの箱があります、という説明をしな

ければならない。 

 段階的に上げていく、そのことは訴えなければ

いけない。さらに、仮に消費税を上げたとしても、

食料とか生活必需品については複数税率で軽い

税率しかかけません、こういうことを申しあげな

ければいけない。 

 それと同時に、先ほどちょっと石原さんが触れ

られていたんですけれども、他の税制との組み合

わせということが極めて大事になってくる。一つ

は、法人税、中でも中小企業の法人税の税率、こ

れはやっぱり軽減していかないと、これからの中

小企業は生きていけない。それから、課税最低限

近辺にある方、こういう方々の定額減税的なもの

も考えなければいけない。場合によっては諸外国

で例がありますように、課税最低限の下におられ

る方々、納税に関係のない方々に対して、どう税

を戻していくかという、これもちょっと研究して、

一つのパッケージとしてちゃんと国民にお訴え

するということ――。ただ消費税上げます、お願

いします、というのでは通用しないと、そういう

ふうに思います。 

橋本委員 与謝野さん、やっぱり何のための税制

改正かといっただけでなく、あなたはいまこうい

う状態ですよ、税がこうならなければ、社会保障、

年金はこうなるんですよ、その一体どっちをとる

んですか、といくつかの例示をしながら、その中

から選択してもらうほうがわかりやすいですよ

ね。そういうところまではなかなか示されていな

いんじゃないですか。 

与謝野候補 基本的な財政の状況は、イメージと

して持っていただきたいのは、５０兆ぐらい収入が

あって、８０兆の生活をしている。ご主人が５０万稼

ぐんだけれども、家計は８０万かかる。こんな家計

が長続きするわけがないというのは、財政学なん

か勉強しなくても、みんなすぐわかるわけです。 

橋本委員 いやいや、国民一人一人、あなたにと

ってどうですか、ということにならないと、わか

りにくいのではないか。 

与謝野候補 それは、橋本さんにとってどうかと

いうのは、橋本さんの所得税の申告書をいただけ

れば直ちにお答えできるんですが、こういう所得

を持っている方々にはこういう影響があります

とか、こういうふうになります、それはちゃんと

説明しなければいけないことです。 

小池候補 よろしいでしょうか。個人勘定になっ

ていないんですね。社会保障と税と、個人からす

れば、税それから保険料、同じお財布から出すわ

けです。ところが、それが違う形にばらばらとな

っている。コンピュータシステム一つとりまして

も、それぞれの省庁が別々の巨大なコンピュータ

システムを使っているわけですね。住民基本台帳

のときから個人情報の問題、いろいろありました

けれども、国全体を動かしていく中の効率という

観点と、確実性、いまの年金の問題のように、不
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安をいっぱい皆さん抱いていらっしゃる。である

ならば、やっぱり正面から社会保障番号制度をし

っかり取り入れる。個人から考えたお金の払い方

というので、例えば税を払うための新しい組織を

つくるのかといわれるかもしれませんけれども、

公課公税というような庁をつくってみると、結局

安心につながるんじゃないかと思っています。 

倉重委員 麻生さん、先ほどの景気対策論なんで

すけど、財政出動論ですね。景気対策の通路は、

財政と金融ということだと思うんですね。 

 自民党政権は時々、どちらかにウエートを置い

て、いろんなでこぼこを克服してきたと思うんで

す。９８年の橋本改革のときに、似たようなことが

起きたんですね。財政再建をしなければいけない。

しかし、アジア発の経済危機が起きた。これに橋

本さんが対応できずに、その後の小渕さんでじゃ

ぶじゃぶに財政を出して、それをまた小泉さんが

片づけた、という局面で、いままた似たような状

況です。サブプライム発の金融危機が起きている。

そこで、また同じようなことをするのか、という

ような議論も必ずできてくると思うんです。それ

に対してはどう対応されますか。 

麻生候補 倉重さん、そのもう一年前を思い出し

て。そのもう一年前。そのときに景気が、成長率

で４．２％伸びたんですよ。景気は回復したとみん

ないって、一斉にどうしたか。ご記憶でしょうけ

れども、消費税を上げたんですよ、２％。同時に

社会保障関係も上げまして、成長で４兆円、消費

税で５兆円、トータル９兆円税収が伸びる前提だ

ったんです。が、やってみたら、一斉に景気がダ

ウンして、前年度比マイナス４兆円という税収に

なった。トータルでプラスマイナス１３兆円の読み

間違えで日本の景気は一挙にドーンと行った。 

 だから、増税をした場合は、必ず増収になると

いう保証はないというのを、あのときのことから

学習しなくちゃいかんところ。 

倉重委員 日本の人口構造が変わっていく中で、

かつてのような成長型の経済を望むのはなかな

か難しいという点では、皆さんの認識は一致して

いると思うんです。麻生さんの場合、大体何％成

長ぐらいの景気対策を……。 

麻生候補 よく学者はみんな、実質成長率なんて

いう言葉を使いますけれども、世の中は名目でや

っているんですから、僕は名目で話されるべきだ

と思っています。名目成長率で平均２％台には、

十分になり得る潜在成長力が、日本にはあるんだ

と思っています。したがって、それがある程度数

年続いて、企業経営の側からいえば、おお、これ

ぐらいいくのかとなって、初めて金を借りて設備

投資をする。いま設備投資はふえましたけれども、

自分の持っているキャッシュフローの中でやっ

ていまして、銀行から金を借りてまでしないとこ

ろが最大の問題です。銀行貸し出しはふえていま

せんから。そういうところになるとするならば、

２％ぐらいはいかないと、という感じがします。 

宮田委員 今度は社会保障の問題に移りたいと

思います。いま議論をお聞きしていると、プライ

マリーバランス２０１１年度までの黒字化というこ

とに、皆さんの意見はほぼ一致している。しかし、

これは“言うは易く行うは難し”で、なかなか簡

単なことではない。そのうちの一つに、ふえてい

く社会保障費、これを毎年２，２００億円抑制してい

くという問題があるわけですね。これは福祉の現

場から悲鳴が出ていますし、与党の中からも２，２

００億抑制というのはもう限界だという声も出て

います。小池さん、小池内閣になれば、それでも

２，２００億抑制します、と国民を説得されますか。 

小池候補 ２，２００億については堅持をしていき

たい。またしていかなければならないと思います。

削減ですね。 

 医療の部分、福祉の部分でも、本来ならば、そ

れを受益する方々に行くべきものが、ほかのとこ

ろへ回ってしまっているわけですね。そういった

ことの無駄をまず省く、整理をするということと、

先ほどからも品がないといわれているかもしれ

ませんけれども、埋蔵金をもっと活用していく。 

 埋蔵金の活用というのはどういうことかとい

うと、これまでの仕組みの中で、ポケットがそれ

ぞれのところにあるわけですから、その仕組みの

ところにまでメスが入るということです。これに

よって確保していく、という必要があると思って

おります。 
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宮田委員 同じ質問なんですが、麻生さん、麻生

さんは２０１１年度プライマリーバランスの黒字化

に、目標としてはいいが、と若干の留保をおつけ

になりました。社会保障費の毎年２，２００億抑制、

ここにも若干の留保がつくんでしょうか。 

麻生候補 宮田さん、基本的にはいまの状況の中

で、団塊の世代というのが一斉に定年退職にドー

ンと突っ込んできます。いまからドーンとふえま

すから、この世代が働くか、働かないかによって、

そこの経費のイメージは全然違うと思います。 

 働く人は病院に来られません。私、病院経営者

ですから、ようくわかります。働いているのをや

められるとおみえになる。私は、高齢者が働ける

ような状況をつくったほうが、少なくとも医療費

の支出というものが減る。なくなるというんじゃ

ありませんよ、減る。その部分は今後の政策とし

て十分に考えてしかるべきところなんだと、私は

そう思っています。 

宮田委員 つまり、２，２００億抑制というのは？ 

麻生候補 ２，２００億円の抑制というのは、基本的

な目標としては掲げてここまで来ていましたけ

れども、僕は現場でみている感じでは、ほぼ限界

に来ているかなという感じです。 

宮田委員 続いてもう一つ年金問題。これも国民

の関心が高い。いろいろなアイデアなどが語られ

たりしているんですが、将来の制度設計はともか

く、大きな問題は、国民が基本的な不信を年金に

対して抱いてしまっている。それも制度に対する

不信というよりは、記録の問題とか社会保険庁の

仕事の仕方とか、制度の本格的論議に行く前に、

その足元でつまずいて転んじゃっているという

感じがするんですね。ですから、国民の年金に対

する不信を決定的に回復する手だてがないのか。

麻生さん、いかがですか。 

麻生候補 決定的に回復できるかどうかという

のは、これはこの間の年金の話で、意図的にパク

ッていたんじゃない――パクるなんていう表現

はあまり品がよくねえな――いわゆるそういっ

たようなものをわざと記載しなかったとかいう

のは、これは制度の問題じゃなくて、基本的には

個人の話です。これは犯罪に属する種類の話なん

であって、制度の話とは違うと思っています。 

 ただ、あそこの役所というのは、e-Japan 計画

のときに政調会長として関わったのですが、最も

旧態依然とした役所だったというのがある。それ

で当時、あれはさっさとつぶしたほうがいいんじ

ゃないかといって、えらい騒ぎになったんです。

これが８年前。残念ながら、力不足でできなかっ

た。あのときやっておけば、という話を申しあげ

たら、ある方が「ばか、おまえがつぶしたってど

のみち……」ということはいわれましたけれども。 

 私は基本的に、あそこは資質はともかく、制度

で全額税方式とか、いろんなことをいいましたけ

れども、僕はそれにこだわるつもりはないんであ

って、基本的には制度だけで信頼回復はできない

と思います。これは何十年かかってあれだけ来て

いますから、かなり時間をかけてやらないと、き

ちんとしたものにはできない。来年の３月までに

できます、なんていう話をするところから、そも

そも不信を招くんですよ。僕はあのとき「３月な

んか、できるわけないでしょうが」といったんで

すが、「いや、できると役人は皆いうとる」とい

うんです。だから、だれに聞くかが問題なんです

よということを、お二人の総理大臣に申しあげま

した。けれど、だめだった。それがさらに不信を

招いた。私はそれが結果だと思いますので、物す

ごく残念だと思います。 

宮田委員 石原さんにも同じ質問ですが、政府は

社保庁を解体して、新しい組織に組みかえる、と。

これが政府自民党の国民に対する回答なんでし

ょうかね。社会保険庁を組みかえるから、皆さん、

信用してください、と。石原さん、それで有権者

の納得を得られるとお考えですか。 

石原候補 私も大臣時代、社保庁から私の年金記

録に不正アクセスをされていました。そういう事

実があったわけです。あそこの役所でそういうよ

うな不正行為を行った、懲戒処分を受けた人間は、

今度、新規に採用しないということを決めました。

ただ、それだけで国民の皆さん方の年金に対する

不信感をぐい去ることはできないと思います。 
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 私、先ほど、いまの年金制度をバケツという言

い方をさせていただいた。バケツに穴があいてい

る。バケツに穴があいているところに、パッチワ

ークで物をとめて、そこに十分な供給を行うなら、

水を入れなければいけない。水は税か、あるいは

保険料ですよね。そういうことで、皆さん、穴が

ふさがりましたから、これでしっかりと納めてく

ださいといっても、強制保険です。任意じゃあり

ません。強制保険というのは税と一緒です。それ

なのに４割の方が納めていない。税金を国民の４

割の方が納めていなかったら、これは大変なこと

になります。 

 読売新聞、日経新聞、朝日新聞、あるいはいろ

いろなところが新しい提案をしています。先ほど

いいましたように、最低でも２０年以降にかかりま

すけれども、私は制度を改めていく。これまで保

険でやってきましたけれども、社保庁を通さない

新しい制度を提案しない限り、国民の皆さん方は

信じてくれないと思っています。 

宮田委員 外交問題にいきます。麻生さんはかつ

て外務大臣をやっておられたときに「自由と繁栄

の弧」ということを提唱され、当時、安倍内閣で、

「価値観外交」といういわれ方もした。福田内閣

にかわって、今度は「シナジー外交」という言葉

でしたが、中国との関係、中国との空気は恐らく

画期的に変わってきたんだと思います。改善の方

向に動き始めました。麻生首相になったときの麻

生外交は、再び「価値観外交」に戻るんでしょう

か。もう一つ、民主党の小沢さんが、かつて日米

中正三角形論といったことがあるんですが、麻生

外交の基本戦略、胆を説明していただけますか。 

麻生候補 私自身は、日米中が正三角形なんてい

うことを思ったことは一回もありません。二等辺

三角形ぐらいならまだ譲ってもいいかもしれま

せんけれども。少なくとも日本とアメリカ、日本

と中国は同じ距離ということは考えたことはあ

りません。基本的には、アメリカという国は日本

にとって同盟関係を結んでいる唯一の国です。し

たがって、アメリカのほうが圧倒的に…。これは

はっきりしていると思っております。 

 「価値観外交」の話ですけれども、少なくとも

あの論文やら何やら出して、中国からそのことに

関して、何らかの意見、反論が出されたとことは

一回もありません。全くありません。日本の国内

からはいろいろ出ましたよ。反麻生の方々、いろ

んな方がおっしゃいましたので、これはよくわか

る。この国は自由ですから、それはもういろいろ

出ました。ただし、中国、韓国から出たことは一

回もない。これが一点。 

 それから、小泉内閣でぐちゃぐちゃになってい

た中国との関係を、李肇星との間で調整したのは、

外務大臣だった私です。そして、安倍内閣になっ

て外務大臣に留任して、中国に「新しい首相を呼

ばないと困ることになるのはそっちじゃありま

せんか」といったら、３週間で安倍訪中が決まっ

た。私はその一連のことを自分で振り返ってみて、

この問題で滞ったということはないと思ってい

ます。 

宮田委員 安倍さん以降、福田さんの外交、これ

は戦略的互恵関係という考え方で、延長線上で動

いたわけですが、この方向性は、麻生外交も全く

一致であるということですか。 

麻生候補 中国という国に関しては、私はずうっ

と同じことしか申しあげていないんです。中国の

経済成長は歓迎すべきであって、敵視すべきでは

ない。これが第一点です。 

 それから、日中友好というのは目的ではありま

せん。日中友好は手段であって、目的は日中の共

同の利益、日中共益です。一番最初に中国に対し

て申しあげたとき、この言葉をたしか漢字で書い

て紙を渡した。これをみて、その上で返事をくれ、

その場で返事をくれないならいいよといったら、

そこで立ち上がって、いきなり手を出されました。

基本的には、それ以後、今日まで、その点でどう

のこうのということはありません。 

宮田委員 テロとの戦いの件で石破さんにお尋

ねしたい。インド洋での給油活動継続、これは５

人の方とも一致しています。問題は、今度の総選

挙でたとえ自民党が勝ったとしても３分の２は

もうないでしょうから、民主党の態度が変わらな

いとすると、選択肢は極めて限られる。 

 １番に民主党を説得する。これは皆さん、多分

おっしゃると思いますが、これは置いておく。 
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 次は、アメリカの一部に出ているようですが、

資金協力でしのぐ。それから三つ目は給油以外の

方法を何か考える。例えば民主党のある人は、ヘ

リコプターの空輸部隊を出したらどうだとか、あ

るいは自民党のある人は、タンカーを護衛したら

どうだとかいっている。別の工夫を考えるとした

ら、どの選択肢が一番現実的でしょうか。 

石破候補 ありとあらゆることは考えますが、現

実的なのは、やはりまだ３分の２を持っている間

にやるというのが一番現実的でしょう。私もそう

やってやったわけですから、これが国家にとって

死活的に重要だとするならば、ほんとにみんなが

そう信じるとするならば、これは軽々に解散をし

ないでやることです。これが一番現実的だと私は

思います。 

 ２番目は、いろいろな事情で解散総選挙をせざ

るを得ないということはあるでしょう。そこで私

たちはきちんと国民に訴える。油の補給がなけれ

ば、そして、あの地域の安定がなければ国民生活

はないわけですから、それを訴えて与党が勝つこ

と。それが直近の民意ですから、だとするならば、

民主党がそれでも反対ということにはならない

でしょう。 

 ほかの方法はいくらでも考えられますが、その

ときの思いつきみたいなことをいってはいけな

いのです。能力はありますか？ニーズはあります

か？そのための法律はどうしますか？そのパッ

ケージはそろえておかないと、思いつきみたいな

話をしても仕方がないわけですよ。 

 本当に国家として何をするか。国益、そして国

際的な責任、何をするかということを、ああでも

ない、こうでもないなんていっている暇はないん

です。きちんと全部そろえたうえでどうするか、

その判断を国民に求める。政府として選択肢が提

示できないで、ああだのこうだのいっている余裕

が日本にあるとは、私にはとても思えない。こん

な議論をしているのは、世界の中で日本人だけだ

ということをよく認識をしなきゃいけない。 

倉重委員 時間が迫ってきましたけれども、ちょ

っと時計の針を戻したいと思うんですね。そもそ

もここで総裁選の討論会が行われていることの

意味なんですね。福田さんが突然の退陣をして、

しかもそれは二代続けての政権の投げ出しであ

って、大きな政治空白が生まれた。そのことに対

して、一体自民党としてどういう責任を負うのか。

特に皆さんはそのときの大幹部であられますの

で、それに関して皆さんにそれぞれ別の観点から

お聞きします。 

 ます小池さんからいいですか。長年、自民党が

いろんな形で総理候補を出してきましたが、二代

続けてこういうことになると、自民党は総理候補

者を出す能力、資格があるのかという観点を、

我々としては持たざるを得ない。今回、小池さん

が女性で初めて候補に出られたというのは、まさ

にそのことと因果関係があるような気もするん

ですが、その点について、小池さんはどう答えら

れますか。 

小池候補 毎年９月になると総理大臣がやめる

などということは、まことに恥ずかしいことであ

り、また海外からみますと、一体日本はどうなっ

ているんだということで、カントリーリスクが増

してしまうというようなことになる。これは最悪

だと思っております。 

 ただ、これまでの永田町の風景と、昨年の参議

院選挙で与党が負けたという、ねじれ国会が生じ

ていることは、極めて大きなファクターになって

いると思います。 

 安倍さんの場合は、体調の問題もあったでしょ

う。しかしながら、ぜひそこも超えて、しがみつ

いてでも逃げないでやってほしかったなという

のは、国民の皆さんが思っておられることだと思

いますし、私もその感覚を共有したいと思います。 

 いま国民がみておられるのは、政治が本当に最

後まで責任を持ってくれるかどうか、それが信頼

に足るかどうかということが試されていますの

で、その意味でも、この総裁選でしっかりとその

点をお示ししていきたいと思っております。 

 私自身がここに出られるかということについ

ては、これまで派閥の領袖とか、そんな方々でな

ければ出られなかった。ある意味で、自民党にと

っては極めて危機的な状況である。その環境を感

じ取っているからこそ、私に役目が回ってきたと

いうことだと思っております。 
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倉重委員 石破さん、政治改革にも熱心であられ

た石破さんに、政治の道義、ルール、モラルとい

う観点から、やはり今回は、二度こういうことを

続けたからには、一度自民党は下野して、民主党

の選挙管理内閣のもとで選挙をして、そこで雌雄

を決したらどうかというような筋論について、ど

うお考えかうかがいたい。 

石破候補 それは筋論として、相当部分正しいも

のを持っている。それは私は認めます。つまり、

政権交代を可能にするための小選挙区制だった。

一方が悪ければ、一方がかわる。そのための小選

挙区制ですから、その論は正論だと思っています。 

 ただし、この小選挙区制をやるときに、２つの

前提がありました。一つは、政権交代可能な二大

政党であるけれども、外交方針、安全保障方針、

あるいは憲法観、ここに大きな隔たりがないこと。

政権が変わったら、憲法観から外交観から安全保

障観から全部ひっくり返っちゃう、本当にそんな

ことで安定するとは思わない。 

 それからもう一つは、小選挙区制度を取り入れ

るときに、奄美大島の方には失礼だけれども、奄

美大島現象みたいなことが起こってしまうんじ

ゃないか、と――。似たようなところが二つ出る

と、ご機嫌取りが起こってしまう。地方に限らず、

１人区とはそんなものです。そうならないように、

分権をきちんとやっておくこと、これが大事。そ

れが成就しないまま、政権交代可能ということに

なってしまったので、非常な問題意識を私は持っ

ています。 

 ですから、それは正論として認めます。とにか

く２回総理がおやめになった、そのことについて

真摯におわびをして、国民がもう一回聞いてみよ

うという環境をつくりたいと思っているのは、そ

ういう思いからでございます。 

倉重委員 石原さん、指導者のあり方として、今

回の二つの事例というのは、やはり考えなきゃい

けない。そのときに、これは一つの例であります

けれども、ご父君の慎太郎さんのリーダーシップ

のとり方と、今回の二つのケースを簡単には比較

できませんけれども、そういう観点からみて、ど

んなふうにお考えになりましたか。 

石原候補 政治は結果責任でありますから、石破

さんがおっしゃられたように、私も謝り、そして

国民の皆さま方がもう一度自由民主党を政権党

たらしめてくださる、それを望むのは政治家とし

て当然だと思います。 

 いま倉重さんがおっしゃられた都知事ですね、

首長さんというのは、大統領制みたいなもので権

限が違うわけですね。我々は議員内閣制で、総理

をいま選んでいるのではなくて、まず自由民主党

の次の総裁を選び、そしてその後の首班で総理を

選ぶ。その制度の違いがありますけれども、国民

の多くの方々が、強いリーダーシップ、そして責

任をとるということに期待感を持っているとい

うことは、肌身で感じております。 

倉重委員 与謝野さん、二つ前の安倍さんがああ

いう形でやめられた。率直にいって、与謝野さん

の健康状態を心配しております。そのことについ

て、病気もしたので、もう相当の覚悟はできてい

るという趣旨のお話をされたと思うんですが、そ

の点についてはいかがでしょうか。 

与謝野候補 私の健康というのは、まあ天命もあ

りますからわかりませんけれども、お医者さんに

おうかがいする限り、「頑張って国政のために働

けと、まだ何年ももつよ」というので、頑張りた

いと思っています。 

倉重委員 最後に麻生さん、全治３年とおっしゃ

って、それなりの政権を維持しなきゃできない課

題を掲げられたわけです。しかし、政権維持とい

うのは、これまでもみたように、世論と党内バラ

ンスと、ある意味ではスキャンダルにどう対応し

ていくかということも、すべて含めて、うま～く

上手に配慮していかなきゃ維持できないという

ことはよくわかったと思うんですね。その点につ

いて、いまのご覚悟、ご準備はいかがですか。 

麻生候補 まず最初に、きのうの渋谷の街頭でも、

たしかほかのところでも申しあげたと記憶しま

すが、お二方が突然やめられた。状況は、片方は

病気ですから、ちょっとこれは違うと思うんです

が、いずれにしても、内閣を改造して２４日で私は

幹事長を解雇、今回は内閣を改造して３１日で解雇
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です。幹事長として約１月弱を２回しているんで

すが、改造されて直後にというのは、官房長官で

おられた与謝野先生もかなり慌てられたと思い

ます。私もびっくりしたのは正直なところですよ。 

 しかし、やめるときは、これは自分で決断をす

べきものなのです。やるときは人に相談するけれ

ども、やめるときは人に相談しない。そういうも

のだと教わってきました。河野総裁が総裁選に立

候補しないということを決められたときもそう

でしたし、いくつかそうした現場におりましたけ

れども、そういうものだと思っています。 

 この種の話は覚悟というのが一番大事なんだ

と思います。いま自由民主党が置かれている状況

が極めて厳しいというのは、これははっきりした

うえで、この５人は皆、立候補しているわけなの

です。私どもはこの総裁選挙が終わったら、これ

はまた手をつないで、一致結束して野党と戦わに

ゃいかんというところがあります。総選挙を戦う

ために、まずそれに勝って、その後の政権をとい

うことを考えなければいかんところであります

ので、我々はその意味では、バランスという言葉

も使われましたけれども、そういったものを配慮

して、みんなでやっていかにゃいかん、こういっ

たものなんだと思っております。 

倉重委員 戦い終わった後、どういう組閣をされ

るんですか。一致結束ですか。 

麻生候補 一致結束。基本的には、適材適所とい

うのが正しい言葉だと思います。 

倉重委員 戦った皆さんもに入れて挙党体制と？ 

麻生候補 挙党体制というのがいいのかどうか

というのも、竹下先生には「挙党体制を組んだと

きは常にだめなんだ」とよくいわれましたんです

が、私はそういったときの感じは、十分に配慮し

て検討すべきものだと思っています。 

倉重委員 国連総会にも行かれるんですか。 

麻生候補 国連総会に３年連続日本が行ってい

ないというのは事実です。 

橋本委員 解散の時期なんですけど、これは自民

党の中では、所信表明演説、そして代表質問、終

わった後解散だろうと、大体それが非常に大勢を

占めているようですね。 

 皆さんにお聞きすると、それは総理大臣になっ

た人が考えることだということで、みんな自分が

総理大臣にならないかのように、だれも答えない。

これも変ですね。みんな、総理大臣になろうと思

ってやっているんでしょうから、自分だったらこ

うしますと――。麻生さん、いかがですか。 

麻生候補 みんな謙虚なんだと思います。新聞記

者の橋本さんと違って。謙虚ですから、なった場

合はといっても、無責任なことはいわないように

心がけておられる、というようにご理解いただけ

たらと思います。 

橋本委員 周りの状況をみてからということで

すか。支持率をみたり……。 

麻生候補 それは当然だと思います。 

橋本委員 いろいろみてから。 

麻生候補 はい。 

橋本委員 与謝野さん、いかがですか。 

与謝野候補 緊急経済対策をつくった。「緊急」

という名前がついています。中でも中小企業の年

末の資金繰りとか、重要な問題がありますから、

補正予算は編成しなきゃいけない。それから、年

末には予算編成、それから約束した定額減税とか、

いろんな問題があります。そういうことをやって

いますと、原則は、衆議院は任期までやるべきも

の、それを前提で行動しなければならない。 

橋本委員 笑っている石原さん、いかがですか。 

石原候補 先ほど申しましたように政治は結果

責任ですから、２人の総理がやめた中、私たちは

総裁選挙をやらせていただいている。私たち自由

民主党、公明党の連立与党で引き続いて政権を担

わせていただきたいということを訴えているわ

けですから、与謝野先生が取りまとめていただい

た緊急総合経済対策を、野党の皆さん方と話し合
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って、話し合いで、そこまで通して解散するのが、

次の総理大臣になられた方のベストの選択だと

思います。 

橋本委員 小池さん、石破さんにも同じような質

問なんですけれども、あと１分ぐらいしかありま

せんので、済みません。 

小池候補 例えばいま起こっている事故米の問

題、こういったことも非常に不安を振りまいてい

ると思います。やはり国民の皆さん方の不安を取

り除く、安心につなげるというのは政治の最大の

責任であると思いますので、こういった課題を審

議すべきである。ただし、もう二代にわたって信

を問うてないわけですね。ですから、まさにタイ

ミングの話になると思いますけれども、できるだ

け早いほうがいいのではないか。 

石破候補 やるべきことをきちんとやる。先ほど

の補給もそうです。年金もそうです。医療もそう

です。国民が何を望んでいるかということをよく

考えたときに、我々が本当に責任政党だという誇

りを持っているのならば、任期満了ということを

何で放棄するのか。私にはよくわかりません。だ

れのための政党かということを考えたときに、自

分たちの延命ではなくて、国民のためだと信じる

のであれば、任期満了を放棄すべきではない。私

はそう思います。 

橋本委員 はい、わかりました。 

総合司会 まだ積み残した問題もあるかと思い

ますが、お約束の時間を過ぎてしまいました。 

 最後に、本日、候補者の皆さんにお書きいただ

きました色紙をご紹介して、この討論会を締めく

くりたいと思います。 

 まず、石原伸晃さんです。「守清虚」、清く無の

状態を守るという意味だそうです。 

 続いて小池百合子さん、一言「希望」とお書き

になりました。 

 そして麻生太郎さん、「天下為公」。天下をもっ

て公となす。 

 それから石破茂さん、「鷙鳥不群」。猛禽類は群

れをなさない。一羽でも生きていく。とかくメダ

カは群れたがる、の逆ということだそうです。 

 そして、与謝野馨さんです。「友をえらばば書

を読みて六分の侠気四分の熱」。これはご存じの

とおり、鉄幹さんの言葉でございます。 

 皆さまご協力ありがとうございました。 

 最後に、滝鼻理事長から候補者の方々に記念品

をお送りし、日本記者クラブとして感謝の気持ち

をあらわします。 

（文責・編集部） 

 




